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本稿は、 ﹁建暦三年閏九月十九日﹃内裏歌合﹄注釈（上） ﹂ （早稲田
大学
 教育・総合科学学術院
 ﹃学術研究﹄ （人文科学・社会科学編）第
六十七号
　
二〇一九年三月）に続くものである。前稿には、 ﹁Ⅰ
　
は
じめに﹂ 、 ﹁Ⅱ
　
建暦三年閏九月十九日﹃内裏歌合﹄の成立と位置﹂ 、 ﹁Ⅲ
　
凡例﹂ 、そして﹁Ⅳ
　
注釈﹂の一番から八番（歌番号は一六）までを
掲載した。本稿には、 Ⅳ
　
注釈﹂の九番から最後の十八番までを掲
載する。 その他 ついては、前稿をご参照いただきたい。九番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　 　　　
従三位
己が秋を惜しむかよはのきりぎりすかれ野の草の露になくなり（一七）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
経通朝臣
弱るかはねになきかれぬきりぎりす己が住む野の霜 ふりはも（一八）
左はことなることなく、右は思ふところありげに侍れど、詞やすらかならずきこえ侍れば、同じ程にや侍らん。
【底本】
　
九番
左
持
　　　　　
従三位
をのか秋をおしむかよはのきり〳〵すかれのゝくさのつゆになくなり
右
　　　　　　
経通朝臣
よはるかはねになきかれぬきり〳〵すをのかすむのゝ霜 ふりはも
左はことなることなく右はおもふところありけに侍れとことはやす
早稲田大学
　
教育・総合科学学術院
　
学術研究（人文科学・社会科学編）第六十八号
　
一―二七頁、二〇二〇年三月
建暦三年閏九月十九日『内裏歌合』注釈（下）
田渕
　
句美子
中世和歌の会
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らかに
0 な
らすきこえ侍れはおなし
ほとにや侍らむ
【校異】︹左︺なくなり―鳴るは（河）︹右︺ふりはも―ふるはも（内・彰
1）
︹判詞︺やすらかならす やすからす（彰
1・彰
2・内）
　
きこえ侍れ
は―聞ゆれは（彰
1・彰
2・内）
【他出】
　
ナシ
【通釈】
九番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
従三位（家衡）
自分の秋（が終わるの）を惜しんでいるのか、夜半の弱ったきりぎりすよ。枯れ野の草の露に、声 嗄らして鳴いて（泣いて）いるようだ。
右
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
経通朝臣
弱っているのか、いや弱ってい どころではなく、なき嗄れてしまった。きりぎり 、お前が住む野の古い葉も霜が降って（枯れて）まっ よ。
左は特にたいしたこともなく、右は（歌の内容が）何か意図されているところがあるようでございますが、詞がわかりにくく聞こえますので、同じほどでございましょうか。
【歌題】寒野虫（七番参照）【作者】三番作者参照。
【参考】❶
霜さゆるよもぎが下のきりぎりす声もかれ野になりやしぬらん
（六百番歌合・秋・秋霜・四六〇・藤原経家）
②秋はこれいかなる時ぞ我ならぬ野原の虫も露になくなり
（御室五十首・秋・二七五・藤原俊成）
③もにすまぬ野原の虫も我からと長きよすがら露になくなり
（正治初度百首・秋・四四五・藤原良経）
④きりぎりす夜寒に のなるままによわるか声の遠ざかり行く
（新古今集・秋下・四七二・西行法師）
⑤秋ふかき野べの草葉の色よりも きからしたる松虫の声
（千五百番歌合・秋四・一六〇一 寂蓮）
⑥虫の音も花のにほひも明日よりはかれがれならんことをしぞ思ふ
（実国家歌合・九月尽・四四 源師光）
【語釈】︹左︺
〇己が秋を惜しむか
　
第三句と倒置。 ﹁己（おの） ﹂はきりぎり
すを指す。〇よはのきりぎりす
　﹁きりぎりす﹂は現在のこおろぎ。
晩秋の夜に鳴き、寂しさを掻き立てる。 ﹁夜半﹂と﹁弱﹂を掛ける。この掛詞は、七番右の雅経 歌でも用いられ、九条兼実家の歌会で詠まれた家隆歌 真似たものと定家は批判しているが、ここでは特に批判していない。重複を避けることもあるが、ベテラン歌人の雅経と、そうではない家衡とでは、判 厳しさに違いがあるか。〇かれ野の草の
　﹁枯野﹂と声の﹁嗄れ﹂を掛ける。この掛詞として早
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いものに①の例がある。①では俊成判で﹁きりぎりすの声もかれ野になりやしぬらんといへ 、声をきかぬにぞ似たるべき﹂と述べられ、 ﹁声﹂が嗄れるとは、ほぼ聞こえない状態か。また、続いて俊成は﹁詞不審に聞ゆ﹂と述べ 当時この掛詞は先例のごく少ない表現だったことが知られる。 作者経家は家衡の父であり、左歌は①を意識し か。一方で、本歌合﹁寒野虫﹂題では、十二首 うち声の﹁嗄れ﹂を詠むものは五首にのぼる（七番左 九番左右、十番右、十一番左右） 。歌合参加にあたり、どのように詠むのがよいか、新進歌人を中心に検討する会があったか。新進歌人達が詠む表現・素材が偏る点は、この歌合にかなり多く見られる。〇露になくなり
　
﹁鳴く﹂と﹁泣く﹂を掛ける。②が初出で、本歌合と同時代頃からあらわれた表現。③の歌は、恋で涙 流して泣 意と掛け 。校異にある﹁鳴るは﹂の用例はほぼ見ら ず、こ では採 ない
︹右︺
〇弱るかは
　
反語表現。④のように、晩秋は虫が弱り声が衰え
ゆく様子をそのまま詠むの 主流で、当該歌のように反語を用 て逆説的に虫が衰え 様子を詠む発想は他に見られず、新奇 表現。〇ねになきかれぬ
　﹁鳴き﹂と﹁泣き﹂ 、 ﹁嗄れ﹂と﹁枯れ﹂を掛け
る。④の西行歌﹁よわるか声の遠ざかり行く﹂などを勘案すると、﹁離れ﹂も響いているか。 ﹁なきかる﹂は声がかすれ、殆ど聞こえない状態。類例に⑤の﹁なきからす﹂が見ら る。⑤の 定家より﹁なきからしたるといへる、あまりめづ しき詞にや侍らん。つねに詠み らはねど艶にをかし 詞も侍るを、こ さしもきこ
え侍らぬにや﹂と評され、鳴いて声を嗄らす表現はあまり評価されていない。嘉応二年（一一七〇）の⑥の判詞では、人々の﹁虫の音も⋮かれがれと侍る事もよろしからず。かきこそ絶ゆべけれ﹂という難陳に対し、判者清輔が﹁ゆゑはさもあれども、十月初比、霜枯れ残りたる花の下 虫の音折々きこえずやある、心細くこそよまれたれ﹂と言う。① 判詞とも通じるが、 ﹁か がれ﹂の虫の音はかき絶えたような状況で、時々幽かに聞こえてくる、寂寞とした風景を示す。〇霜のふ は
　﹁旧葉も﹂と﹁降りはも﹂の掛詞（ ﹁はも﹂
は詠嘆） 。当該歌以前ではこの二つを掛ける詠み方はないが 当該歌以後﹁旧葉﹂と﹁降り﹂を掛ける用例が増え、当該歌の影響 ったか。 ﹁旧葉も﹂の﹁も﹂は、 ﹁かれぬ﹂ 受 。
︹判詞︺
〇左はことなることなく
　
欠点があるわけではないが取り立
てて良い表現や発想もないということ。衰えた秋を弱った虫の音であらわすと う常套的な発想を指摘。定家判 この評価が用 れるときは、相手方に良いところがある場合は負に、相手方に咎 ある場合は持または勝になっている。ここでは後者 持。〇右は思ふところありげ
　
詠み方が何かを意図している感じがあることを推察
する きの言い方。 ﹁弱るかは﹂と逆説的に虫の衰 を詠む発想や、﹁霜のふりはも﹂という措辞を指すか。
〇詞やすらかならず
　
詞続
きに対して﹁やすらかに言ひ下し﹂て ると う評があるが（ ﹃内裏歌合
 建保二年
﹄十九番定家判ほか） 、 ﹁やすらか﹂は詞の意がとりや
すく、聞 良い意とみられ 。右歌は工夫 されているが分かりに
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くい、と評する。 ﹁弱るかは﹂等をさすか。なお定家判で、歌が﹁やすらか﹂ではない時、相手の欠点と引きならべて持にされることが多い。〇きこえ侍れば
　
校異に﹁きこゆれば﹂があるが、本歌合で
は一貫して丁寧語が用いられており、 ﹁きこえ侍れば﹂が適当。
（河辺優希）
十番
左
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
家隆朝臣
野辺はいま虫の音たゆむ初霜に声も残さずうつ衣かな（一九）
右
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
俊成卿女
恨むなり今はあらしをまつ虫もかれ野の露にきえわぶる音に（二〇）
﹁虫の音たゆむ初霜に声も残さず﹂といへる歌のさま、いとよろしくは侍るを、 ﹁音﹂と﹁声﹂とはなほ同じ心にやあるべき。また、ことに擣衣を詠めるにや侍るべき。おほかたの姿・詞はまことに優に聞こえ侍れど、題の心、右はうるはしきにつきて、勝と申すべくや。
【底本】
十番
左
　　　　　　
家隆朝臣
野へはいまむしのねたゆむ初しもにこゑものこさすうつころもかな
右
勝
　　　　　
 俊成卿女
うらむなりいまはあらしをまつ虫もかれのゝ露にきえわふるねに
むしのねたゆむはつ霜にこゑものこさすといへる哥のさまいとよろしくは侍を音とこゑと なをおなし心にやあるへき又こ に擣衣をよめるにや侍へきおほかたのすかたことははまことにいうにきえ侍れと題の心右 うる し につきて勝と申へくや
【校異】︹左︺たゆむ―たのむ（熊）︹右︺
 あらしを―あらしの（彰
1・彰
2・内）
　
まつ虫も―松虫の
（貞） ・松虫も
のイ
（群）
　
露に―露の（彰
1・彰
2・内）
　
きえわふるね
に―きえわふるねは（河）
︹判詞︺むしのね―むしの音に（彰
1・内）
　
たゆむ―たゆ（早）
　
は
つ霜に―初に（書
1・早）
　
哥のさま―哥さま（書
1・書
2・熊・
早）
　
音とこゑとはなをおなし心にやあるへき―ナシ（彰
1・彰
2・内）
　
擣衣を―うつ衣を（彰
1・彰
2・内）
　
よめるにや―よめ
るかたや（書
1・書
2・書
3・熊・早・彰
1・彰
2・内・貞）
　
侍
へき―は
侍歟
るへき（彰
1）　
題の心右は―題の心は（彰
1・内） ・題の
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心（彰
2）　
勝と―あらしの松虫勝と（彰
2） ・か
右歟
ちと（河）
【他出】︹左︺
　
寄野虫
野辺はいま虫の音たゆむ初霜に声も残さずうつ衣かな
（玉吟集・秋・二一二七）
︹右︺
　
ナシ
【通釈】
十番
左
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
家隆朝臣
野原は今や虫の音が弱まる初霜の中、砧の声も余すことなく打つ衣であるよ。
右
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
俊成卿女
恨んでいるようだ。 は嵐を待つばかりの松虫も 枯れ野の露に（濡れて） 、消えるに消えられぬ声で。 （それはまるで来るはず ない人を待って泣き濡れてい 私のようだ） 。
（左歌の） ﹁虫の音が弱まる初霜の中、砧の声も余すことなく﹂と詠んでいる歌の姿は、とても良いのですが、 ﹁音﹂と﹁声﹂とはやはり同じ意味でしょうか。また、 （ ﹁寒野虫﹂ いう題に）特に﹁擣衣﹂を詠むべきなのでしょうか。 （左歌の）全体的な姿や表現は本当に優雅に聞こえますが、題の本意が、右歌は素晴らしいことによって、 （右が）勝と申すべきでしょう。
【歌題】寒野虫（七番参照）
【作者】四番作者参照。【本歌】Ａとふ人も今はあらしの山風に人まつ虫の声ぞかなしき
（拾遺集・秋・二〇五・読人知らず）
Ｂ下荻の露きえわびし夜な夜なもとふべきものと待たれやはせし
（狭衣物語・巻三・九七・女二宮）
【参考】①衣うつ槌の音こそたゆむなれたぶさに霜の置くにやあるらん
（堀河百首・擣衣・八〇二・大江匡房）
❷
さえまさる秋の衣をうちわびて人まつ虫も声よわるなり
（正治初度百首・秋・一一五五・藤原俊成）
③雲間より声を残して帰る雁きかずはかかる眺めせましや
（六百番歌合・恋上・聞恋・六三〇・藤原隆信）
❹
下荻の露きえわぶる虫の音にうたてさびしき風の音かな
（千五百番歌合・秋二・一二八七 源通具）
【語釈】︹左︺
〇野辺はいま
　
初句に﹁～はいま﹂と詠む手法は新古今時代か
ら用例が増える。
〇虫の音たゆむ
　﹁たゆむ﹂は①のように擣衣に
詠むのが普通で、虫に詠む先行例は見出せない。下句に擣衣を詠むので縁語的に用いたか。〇初霜に
　
霜は①のように擣衣と結び付け
ることが多い。題の﹁寒﹂を表す。なお、虫と擣衣を関連付け 先行歌として②がある。
〇声も残さずうつ衣かな
　﹁声を残す﹂とい
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う表現は③のように普通は鳥に使う。③に対して判者俊成は﹁雁も人も声を残さむ事かたくや﹂と、内容の非現実性を批 した。当該歌では擣衣、すなわち砧の音。
︹右︺
〇恨むなり
　﹁なり﹂は伝聞推定。内容的には第五句から続く。
〇今はあらしをまつ虫も
　﹁嵐﹂と﹁あらじ﹂ 、 ﹁松﹂と﹁待つ﹂を
掛ける。 ﹃拾遺抄﹄ （秋・一三二・五句﹁声ぞきこゆる﹂ ） も採られたＡによる表現。今 木枯しを待つば りの松虫に 今は来るはずもない男を待ち続ける女 重ねる。異文﹁今はあらしの﹂ よれば、今はいるはずもない松虫の意とな が、 ﹁虫﹂ 題意に適さないので採らな 。〇かれ野の露に
　﹁枯れ﹂と﹁離れ﹂を掛け、 ﹁露﹂
に涙を暗示する。
〇きえわぶる音に
　﹁わぶ﹂は～しかねる・～し
よう もできないの意。冬を目前に死期の迫った松虫と、男に忘れられた女が消えるに消えら ず鳴く（泣く）声 。 ﹃物語二百番歌合﹄ （十五番右・三〇・初句﹁下荻に﹂ ）にも見えるＢ 意識するか。Ｂは狭衣の懸想に対し、女二宮がすさび書きした 。浮気なあなたの訪れ あてにできず、私は露 ように消えわびていた同じ本歌に基づく④は、作者俊成卿女の夫通具の先行歌
︹判詞︺
〇「音」と「声」とはなほ同じ心にやあるべき
　﹁音﹂と﹁声﹂
は同義語で、一緒 詠むのは同心病だとの難。定家独自 説であらしい（ ︻補説︼参照） 。〇こと 擣衣を詠めるにや侍るべき
　﹁虫﹂
題なのに擣衣が強調されているという難。左歌の語釈 述べたように、虫と擣衣を結びつける先行歌②はあるが 定家 しては 学
の歌人が多い本歌合において、題にかなうことをめざすことを強調したか。〇題の心…申すべくや
　
右歌が題の本意にかなっている点
を評価する 恋の内容はあくまでも背景にすぎ い。
【補説】
　﹁音﹂と﹁声﹂を同義とするのは定家独自の説のようであり、勅撰集には次のような歌が採られて る。時鳥声もきこえず山彦はほかに鳴く音をこたへやはせぬ
（古今集・夏・一六一・凡河内躬恒）
夜をかさね声弱りゆく虫の音に秋のくれぬる程 しるかな
（千載集・秋下・三三一・藤原公能）
新古今歌人も次のように詠む。
花の色をおのがなく音の匂ひにて風におちくる鶯の声
（秋篠月清集・十題百首・鳥・二五一）
初瀬山あけぬとつぐる鐘の音に声うちそふる峰 松風
（正治第二度百首・雑・暁・六一・後鳥羽院）
また、歌合では﹃六百番歌合﹄に次の二例が見える
あはれをばいかにせよとて入相に声うちそふる鹿の音ならん
（秋・秋夕・三七四・藤原経家）
鹿の音も虫もさまざま声たえて霜がれはてぬ宮城野の原
（冬・枯野・五一二 藤原家隆）
いずれの判詞・難陳も同心病と指摘しない。ほかに家隆の作として﹃千五百番歌合﹄の二首が挙げられる。
七????????????????????? ????
うちつけにそれかとぞきく時鳥人まつ山にしのび音の声
（夏一・六九七）
時鳥声もたえにし垣根より忍び音になくきりぎりすかな
（夏三・一〇三五）
前者は判者通親の薨去により勝負付を欠くが、後者は判者良経が勝を与えている。前掲 良経歌と考え合わせれば、良経は同心病と捉えていないとみられる。そうした中、定家は﹃千五百番歌合﹄でも自説を述べて る。
木の葉ふく嵐の底の虫の音にほのかに残る秋の声かな
（冬一・一七二九・俊成卿女）
この歌に﹁虫の音・秋の声、同じ心ともや申すべく侍らん。いかに﹂という判詞を付す。この説は必ずしも同時代歌人の共通認識ではなかったが、定家 とっては一貫した主張であった
（田口暢之）
十一番
左
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
範宗朝臣
長月や末の原野の色よりもなほかれまさる虫の声かな
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
為家
初霜のおく野の小篠うらみてもおのれかれゆくまつ
左歌、心詞かなひて、よろしくこそ侍るめれ。右歌、 ﹁おく野の小篠﹂といへる、聞き慣れぬやうには侍れど、ただ初霜の置くよ
しをよめるにぞ侍るべき。 ﹁末野の原﹂は、なほ言ひ知りてみえ侍れば、以左為勝。
【底本】
十一番
左
勝
　　　　
範宗朝臣
なか月やすゑのはらのゝ色よりもなをかれまさるむしのこゑかな
右
　　　　　
為家
はつしもの く野ゝ小篠うらみてもをのれかれゆくまつむしのこ
左哥心ことはかなひてよろしくこそ侍めれ右哥をくのゝをさゝといへるきゝなれぬやうには侍れとた 初霜のをくよしをよめるにそ侍へきすゑ ゝはらはなをいひしりてみえ侍れは以左為勝
【校異】︹左︺すゑのはらのゝ―末野の原の（彰
1・彰
2・内・河・群） ・末
野の原野ゝ イ
のはらの（書
1・書
2・書
3・熊・早・貞）
︹判詞︺こそ侍めれ―
声聞え
侍れ（彰
1） ・きこえ侍れ（彰
2・内）やう
には侍れと―やうに侍と（彰
1・彰
2・内） ・やうに侍れは（貞）
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初霜のをくよしを―初霜のよしと（内・彰
1・彰
2）　
すゑのゝは
らは―末 原は（書
1・早）
　
みえ侍れは―侍は（彰
1・彰
2・内）
【他出】︹左︺
　
寒野虫
長月や末の原野の色よりもなをかれまさる虫のこゑごゑ
（範宗集・秋・二三五）
︹右︺
　
ナシ
【通釈】
十一番
左
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　
範宗朝臣
九月が終わりかけて（冬が近づき） 、末の原野の草木の色が枯れていくが、それよりもいっそう嗄れまさっている虫の声であるよ。
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
為家
初霜の置 野の小篠（が風に翻り、葉裏を見て 恨んでも、 （季節は移ろいゆき、松は枯れないが）自分（の声）は嗄れてゆく松虫の声よ。
左歌は、心と詞とが調和してふさわしく、よろしいでしょう。右歌の﹁おく野の小篠﹂というのは、聞き慣れないようではありますが、ただ初霜が置くこ を詠んでいるのでしょう。 （左歌の） ﹁末野の原﹂は、やはり的確に表現しているように見えますので、左を勝とします。
【歌題】寒野虫（七番参照）【作者】五番作者参照。
【参考】
①契りおきし末の原野のもとがしはそれともしらじよその霜枯
（拾遺愚草・建暦二年五人百首・恋・一九七八）
②あづさ弓末の原野にとがりする君がゆづるのたえむと思へや
（新勅撰集・恋四・八七〇・読人知らず）
③山里は玉まく葛のうら見えて小篠が原に秋の初風
（建礼門院右京大夫集・一六九）
④来ぬ人の秋のけしきやふけぬ ん恨みに弱るまつむしの声
（六百番歌合・恋下・寄虫恋・一〇八〇・寂蓮）
⑤初霜の岡べのまくずうらみかねお れかれ行く虫 声かな
（新千載集・秋下・四九一・伏見院）
【語釈】
︹左︺
〇末の原野
　
校異に﹁末野の原﹂があり、この語もやや後に
多く詠まれ、底本判詞にも﹁すゑのゝはら﹂とあり、両者は混同されがちである。ここでは底本と﹃範宗集﹄に従い、 ﹁末の原野﹂とした。①の定家の歌は本歌合の前年十二月に詠まれ、恋の終わりに霜枯れを重ねて﹁契りおきし末﹂と詠む。当該歌は﹁長月﹂ ﹁末﹂をあらわし、本歌合の催された閏九月十九日頃を表現した。 ﹁末 原野﹂は②の歌（万葉集・二六四六）にあり、季節の末や恋の末などを重ねて詠まれることが多く、新古今時代前後に数首詠まれた。〇なほかれまさる虫の声
　﹁枯れ﹂ ﹁嗄れ﹂が掛詞。この二つを対照させる表現は、本歌合
において多く見られる。当該歌も、上句で視覚的な枯れ、下句で聴覚
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的な嗄れに転じている。同じ題の定家の歌（一六）もほぼ同じ構成で、判者定家の好尚にかなう歌か。︹右︺
〇おく野の小篠
　
当該歌のみの表現。定家は判詞で、新奇な詞
であるが、ただ初霜が﹁置く﹂ことを詠んだのだろう、とやや批判的に言っており、ここでは﹁奥 は掛詞にはならないとみられる。〇小篠うらみても
　
当該歌のみの表現。 ﹁裏見﹂ ﹁恨み﹂を掛け
ることが多いが、本来は﹁葛﹂の葉裏で詠むのが常套。③のよ に葛と篠が共に詠まれた歌はあるので、連想されるものであったかもしれないが、篠の葉裏を詠むものはなく 新奇。為家 工夫か 篠が風に吹かれてい ことを暗示する。〇おのれかれゆくまつ虫の声
　
④のよう 恨みのために声が弱る とする趣向。 ﹁涸れ﹂ ﹁枯れ﹂に﹁離れ﹂ 、 ﹁松﹂に﹁待つ﹂を掛けて、やや恋の情趣をこめる。松は常緑で枯れないことをふまえる。後代に詠まれた⑤は ﹁虫声欲枯といへる心をよませ給うける﹂と う詞書で、歌は当該歌に酷似するが、篠ではなく葛で詠む。なおこの⑤の歌は、今治市河野美術館本の当該歌の頭注 、類歌として掲げられている。
︹判詞︺
〇心詞かなひて
　
心と詞の調和がとれていることを指す。一
つの表現に対して用 る場合と一首全体に対して用いる場合 あり、後者が多く、ここでも後者の意。後者の場合はあまり詳細説明されないことから、褒めるため 常套表現とも考えられ か〇言ひ知 て
　
言い方が的確であるという肯定的評価。
（標彩実）
十二番
左
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行能
虫の音もつきせぬ御代をたのむらし露は夜寒の野辺の松風（二三）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
光家
鈴虫の声はいとどやよはの霜ふるの 小篠たえぬ嵐に（二四）
﹁虫の声﹂ ﹁夜半の霜﹂のこと、七番の右の歌の同じ心に侍るべし。鈴虫のふりたることも珍しからず侍れば、 ﹁つきせぬ御代﹂など祝言に侍るめれ。勝ち侍るべ 。
【底本】
十二番
左
勝
　　　　　　
行能
むしのねもつきせぬみよをたのむらしつゆはよさむのゝへのまつむし
右
　　　　　　　
光家
すゝむしのこゑはいとゝやよはの霜ふるの をさゝたえぬあらしに
むしのこゑ夜半の霜のこと七番の右の哥 おなし心に侍へしすゝむし ふりたる ともめつらしからす侍れはつきせぬ御代なと祝言に侍めれ勝侍へし
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【校異】︹左︺みよを―御代と（彰
1・彰
2・内）
　
よさむの―寒の（早）
　
ゝ
への―庭の（書
1・書
2・書
3・熊・早）
　
まつむし―まつかぜ（書
1・書
2・書
3・熊・早・彰
1・彰
2・内・貞） ・松虫
風イ
（群）
︹右︺こゑは―鳴音（彰
1・彰
2・内）
︹判詞︺むしのこゑ―虫の（彰
1・彰
2・内）
　
霜のこと―霜こと（彰
2）　
右の哥―左の哥（彰
1・彰
2・内）
　
ふりたることも―ふり
たることはも（彰
1・彰
2・内）
　
祝言に侍めれ―祝言侍めり（書
1・早） ・祝言に侍めり（
2・書
3・熊・貞） ・祝言に侍めれは
（彰
1・彰
2・内）
【他出】
　
ナシ
【通釈】
十二番
左
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行能
虫の音も尽きることなく、変わらない御代を頼みとして（鳴いて）いるらしい。 （けれども）露は夜の寒さを感じさせ、その野辺に松風が露を吹き散らしている。
右
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
光家
（振り立てて鳴いていた）鈴虫の声はますます弱っているのか（聞こえなくなってきた） 。夜半の霜が降った布留野の小篠を吹き荒れる、絶え間 い嵐に（かき消されて） 。
（右歌の） ﹁虫の声﹂ ﹁夜半の霜﹂のことは、七番の右歌と同じ
着想でしょう。 （右歌の）鈴虫が振り立てて鳴くことも珍しくはありませんし、 （左歌の） ﹁つきせぬ御代﹂などと詠むのは祝意の歌であるようです 左 が 勝でしょう。
【歌題】寒野虫（七番参照）【作者】六番作者参照。【参考】①ほりうふる草葉に虫の音をそへて千代の秋まで声を聞かせん
（赤染衛門集Ⅰ・一四二）
②霜草欲枯虫思急
　
風枝未定鳥栖難（白氏文集・巻六六／和漢朗詠集・秋・三二八）
③秋の夜は露こそことに寒からし草むらごとに虫のわぶれば
（古今集・秋上・一九九・読人知らず）
④秋の野の千草の色もかれあへぬに露おきこ るよはの初霜
（六百番歌合・秋・秋霜・四六二・藤原家房）
⑤わが恋はふるの 道 小篠原いく秋風 露こぼれきぬ
（六百番歌合・恋上・旧恋・七七九・藤原有家）
【語釈】︹左︺
〇虫の音も
　
秋の終わりが近づいて、切々と鳴く虫の音と、天
皇の恩寵を頼みとして声をあげている様を詠む。 ﹁虫の音﹂は、①では治世の長いことを知らしめるもの。〇つきせぬ御代
　
順徳天
皇の御代の恒久をいう言葉。本歌合で行能 歌は三首とも への祝意を詠む。
〇露は夜寒
　﹁夜寒﹂は夜の寒さをしみじみと感じさ
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せる晩秋の表現。野辺に鳴く虫の音は秋の訪れを知らせるが、秋が深まるにつれて絶えていくという、②などの漢詩由来の発想を下敷きとする。③に見られるように、露が下りる夜寒 情景 詠むことで、虫たちが最後の声を響かせている様を描く。〇野辺の松風
　
底
本は﹁まつむし﹂とあるが、初句に﹁虫の音﹂とあ ため同心病となる。他本が﹁松風 す 中で、今治市河野美術館本のみは﹁松虫﹂とするが、頭注には﹁前 音と聲とは同事と難せられしに、虫の音といひ松むしといはん事如何﹂と記さ もし﹁松虫﹂ならば、定家は当然同心病を指摘するであろう。ここでは 松風﹂と校訂して解釈した。
︹右︺〇よはの霜
　﹁よは﹂が﹁夜半﹂と﹁弱る﹂の掛詞。 ﹁よはの霜﹂
という表現は先行例が少なく、④など 詠まれてい 。本歌合夜半に霜が下りた野で虫の音が弱りゆく様を描いた歌が、複数詠まれている。〇ふるのの小篠
　﹁ふる（布留） ﹂は大和国の歌枕で、 ﹁降
る﹂と掛詞、鈴を﹁振る﹂と﹁布留﹂ 縁語 鈴虫 声を振り立てていたさまをこめる。 ﹁鈴虫﹂と﹁ふる を詠 のは常套的表現で、﹁故郷﹂や﹁経る﹂が詠まれる場合が多い。
〇たえぬ嵐に
　
情景全
体は⑤に学び、嵐に転ず 冬の寂寞とした情景。
︹判詞︺
〇七番の右の歌の同じ心に侍るべし
　
七番右は雅経歌﹁きり
ぎりす鳴く音もよはの初霜 野辺の浅茅やまづかはるらむ （一四）を指す。光家歌とは、虫 鳴く音が弱りゆく様、又﹁よは﹂ ﹁弱る﹂と﹁夜半の霜﹂の掛詞になっている点が酷似す 。判詞 ﹁同
じ心﹂を指摘する場合、近い時代に詠まれた歌との類似を言うことが多く、同じ歌合の歌との類似を指摘する判は珍しい。本歌合では特に重複する表現が頻出していることをも指摘するか。〇祝言に侍るめれ
　
係り結びもなく已然形である点が不審。諸本に異同もある
が、一応底本に従う。祝意をあらわす歌なので勝としてい 。
（米田有里）
十三番
　
寄風雑
左
勝
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
女房
竜田川ながれもゆくか紅葉ばのちらぬ影をも風にまかせて（二五）
右
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
雅経朝臣
筑波嶺のこのもかのもの嵐にも君がみかげをなほや頼まむ（二六）
左、心・姿いとよろしくは侍るを、秋の歌にや少し聞きなされ侍らん。右、歌のさまも優に、心もあはれに侍るを、 ﹁筑波嶺の﹂ ﹁このもかのも﹂ ﹁君がみかげ﹂ 三句置き所、ただ﹁陰はあれど﹂ ﹁ます陰はなし﹂といふ二句ばかりや変はりて侍らん。 ﹁古歌を本とすれど、三句おなじ所に置か 、新しき歌の いくばくならず﹂とかや、そのかみ老父申す旨侍りき。猶以左為勝。
【底本】
十三番
　
寄風雑
左
勝
　　 　　
女房
一二
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たつた河なかれもゆくかもみちはのちらぬかけをも風にまかせて
右
　　　　　　
雅経朝臣
つくはねのこのもかの のあらしにもきみかみかけをなをや まむ
左心すかたいとよろしくは侍を秋の哥にやすこしきゝなされ侍らん右哥のさまもいうに心もあはれに侍をつくはねのこのもかの 君か御かけ三句をき所たゝかけはあれます はなしといふ二句は りやかはりて侍らん古哥 本とすれと三句おなし所にをかはあたらしき哥の心を
〻
いくはくならすとかや
そのかみ老父申旨侍き猶以左為勝
【校異】︹右︺みかけを―みかけと（彰
1・彰
2・内）
︹判詞︺左―左哥（貞）
　
すかた―ことは（彰
1・彰
2・内）
　
すこし―
ナシ（熊）
　
このもかのも―このもかのもの（早） ・このもかのもゝ
（彰
2）　
二句はかりや―二句はかりにや（彰
1・彰
2・内） ・はか
りや（河）
　
本とすれと―本とすれは（貞）
　
いくはくならす―いく
はくならむ（貞）
　
侍き―侍り（貞）
【他出】︹左︺
　
寄風雑
竜田川ながれもゆくか紅葉ばのちらぬ影をも風にまかせて
（紫禁和歌草・二八五）
︹右︺
　
寄風雑
筑波嶺のこのもかのもの嵐にも君がみかげをなほや頼まむ
（明日香井和歌集・一二〇三）
【通釈】
十三番
　
寄風雑
左
勝
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
女房（順徳天皇）
竜田川は流れてもゆくなあ。 （散った紅葉はもとより）水に映っているだけの、まだ散っていない紅葉の影をも風の吹くがままにして。
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
雅経朝臣
筑波山のこちら側 あちら側に木枯らしが吹いて 、我が君の庇護をやはり頼みにしよう。
左歌は、内容や姿がとても良いのですが、秋の歌のように少し聞こえるでしょうか。右は歌の様子も優雅で 内容も感慨深いのですが、 （本歌に対して） ﹁筑波嶺﹂ ﹁このもかのも﹂ ﹁君がみかげ﹂の三句の位置は（そのまま同じで） 、ただ﹁陰はあれど﹁ます陰はなし﹂という二句だけ変わっているのでしょう。 ﹁古歌を本歌としても、三句を同じ位置に置くならば、新しい歌の内容がいくらもない﹂とか かつて老父（俊成）の申すことが
一三
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【歌題】寄風雑
﹁寄風雑﹂は風に関する雑歌の意。同題はほかに見えない。 ﹁寄風﹂は院政期にはもっぱら恋題と結びついたが、新古今時代には懐旧・祝・述懐題などと 結びついた。題の表現方法は﹃六百番歌合﹄の﹁寄風恋﹂題では全歌人が﹁風﹂と詠み、 ﹃新古今集﹄所収の二首はいずれも次のように﹁嵐﹂と詠む。
　
寄風懐旧といふことを
　　　　　
左衛門督通光
浅茅生や袖にくちにし秋の霜わすれぬ夢をふく嵐かな
（新古今集・雑上・一五六四）
以降の例からも、 ﹁風﹂か﹁嵐﹂を詠めば題意を満たすとみられる。　
一方、 ﹁雑﹂は﹁春夏秋冬にも入らぬくさぐさの歌﹂ （古今集・仮
名序）の意。勅撰集には部立として必ず設けられるが、歌合の題としては比較的新しく、正治二年（一二〇〇）の﹃御室撰歌合﹄あたりから、単なる﹁雑﹂題が見え じめる。 ﹁寄～雑﹂題の先行例としては、承元二年（一二〇八）の﹃住吉社歌合﹄の 寄山雑﹂ （拾遺愚草・二七一四ほか 、本歌合 ちょうど一个月前の﹃内裏歌合﹄における﹁寄川雑﹂ （紫禁和歌草・二七三ほか）などがある。
【作者】一番作者参照。【本歌】Ａ筑波嶺のこのもかのもに陰はあれど君がみかげにます影はなし
（古今集・東歌・一〇九五）
【参考】①竜田川もみぢ乱れて流るめり渡らば錦なかやたえなむ
（古今集・秋下・二八三・読人知らず）
②風ふけばおつる紅葉ば水清みちらぬ影さへ底に見えつつ
（古今集・秋下・三〇四 凡河内躬恒）
③紅葉ばを にまかせて見るよりもはかなき物は命なりけり
（古今集・哀傷・八五九・大江千里）
❹
吉野川うつれる花の影をさへさそひてすぐる春の山風
（楢葉和歌集・春 七七 法橋章信）
⑤よろづ代にときはかきはに頼むかな藐姑射の山の君の かげを
（正治初度百首・祝・一三九九・藤原定家）
【語釈】︹左︺
〇竜田川
　
大和国の歌枕。①のように紅葉の名所。
〇ながれも
ゆくか
　﹁か﹂は詠嘆。〇ちらぬ影をも
　﹁ちらぬ影﹂は②のごとく
水に映った紅葉。 ﹁も﹂によって散った紅葉を暗示。
〇風にまかせて
　
紅葉が風の吹くままに散るという趣向は③などに早く見えるが、水に映った影を詠むのは珍しい。類想歌に④がある。章信は﹃楢葉和歌集﹄二九〇番歌 詞書によると、寛喜三年（一二三一）に春日社へ五十首歌を奉納した人物。④はほぼ同時代の作例で
︹右︺
〇筑波嶺のこのもかのも
　﹁筑波嶺﹂は筑波山。常陸国の歌枕。
﹁このもかのも﹂はこちら側あちら側の意で、今治市河野美術館本の頭注にも引かれるＡ 基づく表現。
〇嵐にも
　﹁嵐﹂は強風の意
一四
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で、ここでは筑波山の山おろしか。題の﹁風﹂を表す（ ︻歌題︼参照） 。〇君がみかげを
　
Ａによる表現。 ﹁君﹂は順徳天皇、 ﹁みかげ﹂は庇
護を暗示する。
〇なほや頼まむ
　﹁なほ﹂はやはり。雅経は後鳥羽
院に見出された歌人であるため、順徳天皇の御代でも同様の庇護を期待したいと詠んだか ⑤は定家が後鳥羽院歌壇に出詠を許されて最初に詠んだ百首で、後鳥羽院の庇護を願った類想歌。
︹判詞︺
〇秋の歌にや少し聞きなされ侍らん
　
雑歌でなく秋歌のよう
だという難。 ︻補説
1︼参照。
〇 「古歌を本と…申す旨侍りき
　
位
置を変えずに本歌の三句を取ると 変わり映えしない作になるという戒め。 ﹁老父﹂は定家の父俊成。たしかに俊成に 同趣旨 発言が確認できる。 ︻補説
2︼参照。なお、雅経には古歌の表現を取り
すぎる傾向があった。 ︻補説
3︼参照。
【補説
1】
　
定家は雑題と季題を詠み分けるよう求めているが、歌合の雑題は
先行例に乏しく過去の判詞は参考にし難い。一方、後代の頓阿は﹃愚問賢注﹄で雑題にどの季節を詠んでも構わないと述べるが、二条良基は﹃近来風体﹄で﹁当季﹂に限 べきだと主張する。定家は当季を詠む順徳天皇歌をも非難し、良基より厳格である。本歌合は初心の歌人も多く、原則 強調したと見られ ﹃長綱百首﹄定家評に題詠の方法論が多いことと軌を一にすると言えよう。
なお、次の﹁題知らず﹂の歌も参考になる。
竜田山もみぢの錦をりはへてなくといふ鳥のしものゆふしで
（新勅撰集・雑一・一〇九六・行念法師）
これを定家は雑歌とする。この本歌は﹁たが禊ゆふつけ鳥か唐衣たつたの山にをり へてなく﹂ （古今集・雑下・九九五・読人知らず）で、雑歌を本歌取 し、更に木綿付鳥や木綿四手が一首の中心となるよう詠んでいる。これと比べると、順徳天皇 秋の素材に終始している。
【補説
2】十二番
　
紅葉
　
左持
　　　　　
俊恵法師
日をへつつしぐるるままに竜田山松の緑の残りゆくかな（二三）
　　　　　　
右
　　　　　　
資隆朝臣
秋くれば千種にそむるいとかや 吹きな乱りそ木枯の風（二四）
左歌（中略）津守国基歌云﹁紅葉する桂の山に住吉の松のみ独り緑なるかな﹂といへる に末の句いくばく変はらずや侍らむ。右歌（中略） ﹁吹きなちらしそ山おろしの風﹂といへる古今の歌に﹁吹きな乱りそ木枯の風﹂ 、
文字のおき様かはる所す
くなくや侍らん。両首ともに珍しきにはあらざるにやと覚え侍れば、持と申すべし
 
（右大臣家歌合
治承三年十月十八日
）
俊成は左右の下句が先行歌と酷似する点を非難する。次の例もある。
思ふより憂きになれたる袂かな涙や恋の先にたつらん
（六百番歌合・恋上・初恋・六一〇・寂蓮）
俊成は裏書で﹃千載集﹄ （恋一・六四四・後二条関白家筑前）の歌
一五
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との類似を、 ﹁
思ふより
いつしかぬるる
袂かな涙や恋の
しるべなる
らん。文字の置き所、いく程不違侍るべし﹂と指摘する。寂蓮歌は第一・三・四句が筑前歌と共通し、 ﹁三句おなじ所に置かば﹂と一致する。このように﹁老父申す旨﹂は、俊成判と合致すると言える。
【補説
3】
　
雅経の本歌取りは田村柳壹﹃後鳥羽院とその周辺﹄ （笠間書院、
一九九八年）が詳述する。ここでは当該歌と関連することに触れる。　
雅経は建仁三年（一二〇三）俊成九十賀の夜、和歌所の当座歌会
においても、当該歌で踏まえたのと同じ古今歌を摂取している。
筑波嶺のこのもかのものしたはれて今宵の月にますかげはなし
（明日香井和歌集・秋月・一一三五）
手法も三句を同じ位置のまま取るというものである。しかし このやり方は﹃千五百番歌合﹄で すでに定家から難じられていた。
深草や秋さへ今宵出でていなばいとどさび き野とやなりなん
（秋四・一六二七・藤原雅経）
これは﹃伊勢物語﹄百二十三段 も見える ﹁年をへてすみこし里を出でていなばいとど深草野とやなりなむ﹂ （古今集・雑下・九七一・在原業平）に拠るもので、 ﹁深草﹂以外の位置を変えずに三句近く摂取した雅経に対し、定家は次のように述べる。
古き歌を本歌として詠む時、多く取りすぐすは昔よりのならひに侍れど、上句を下にもすゑ、下句を上にも引きちがへ、また五・七句はさながら詠みすゑ侍る事も歌のさまに従ひては常に
侍るめれど、
﹁出でていなばいとど﹂ 、 ﹁野とやなりなん﹂ 、文字
の置き所いたくかはれるところなくや。
傍線部が今回の定家判の表現と類似する。内容は簡略化しているが、それを俊成の説だと強調する点に特徴があろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（田口暢之）
十四番
左
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大蔵卿
長月のかさなる雲の通ひ路に行く末遠き秋風ぞ吹く（二七）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
侍従
あすか川いまはふるさと吹く風の身はいたづらに ぞ悲しき 八
左、 ﹁かさなる雲﹂によせて﹁長月﹂をそへたる、心たくみに、詞いひしりて、いと宜しく侍る上に、右、いたづらにふりはつる身悲しめるよ ほかに、心詞のをかしき所も侍らねば、返す返す以左為勝。
【底本】
十四番
左
勝
　　　　　
大蔵卿
なかつきのかさなるくものかよひちにゆくすゑとをきあきかせそ吹
右
　　　　　　
侍従
一六
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あすか川いまはふるさとふくかせ
〻もの
身はいたつらに秋そかなしき
左かさなる雲によせてなか月をそへたる心たくみ 詞いひしりていとよろしく侍うへに右いたつらにふりはつる身かなしめ よりほかに心詞のをかしき所も侍らねは返々以左為勝
【校異】︹左︺なかつきの―長月や（彰
1・彰
2・内）
︹右︺ふくか
せ
〻もの
―ふくかせの（書
1・書
2・書
3・熊・早・彰
1・
彰
2・内・河・貞・群）
︹判詞︺左―ナシ（彰
1・彰
2・内）
　
なか月―閏月（群
　
いと―ナ
シ（彰
1・彰
2・内）
　
うへに―うへきに（彰
1・内） ・うへ（彰
2）　
右―ナシ（彰
1・彰
2・内）
　
ふりはつる身―ふりはつる身を
（書
1・書
2・書
3・熊・早・貞）
　
かなしめるよりほかに―かなし
へるより外に（書
1・書
2・書
3・熊・早） ・しつ
か本ノマヽ
より（彰
1・
内） ・より（彰
2） ・かなしめりほかに（河）
　
心詞の―こころとは
の（彰
2）
【他出】︹左︺
　
ナシ
︹右︺建暦三年閏九月内裏哥
于時従三位侍従
寄風雑
あすかゞは今はふるさとふく風の身はいたづらに秋ぞかなしき
（拾遺愚草・雑・二七一五）
【通釈】
十四番
左
勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大蔵卿（有家）
九月の重なる（この閏九月）のように、重なった雲（宮中）の通い路に（人々が行き交い） 、はるか彼方まで秋風が吹く（ように末長く御代が続くよ） 。
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
侍従（定家）
飛鳥川が流れ今は（衰亡して古都となった）古里に吹く風のように、我が身はむなしく衰えて（飽きられた 秋が悲しい。
左は、 ﹁重なる雲﹂にことよせて（今の閏） ﹁九月﹂を言うのは、歌の内容が巧みに（表され） 、的確な詞で表現していて、たいそうすぐれています上に、右は、空しく衰え果てる身を悲しんでいることよりほかに、歌の内容、詞の面白いところもありませんので、かえすがえす左を勝ちとします。
【歌題】寄風雑（十三番参照）【作者】二番作者参照。【本歌】Ａ天つ風雲の通ひ路吹き閉ぢよをとめの姿しばしとどめむ
（古今集・雑上・八七二・僧正遍照）
一七
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Ｂ
婇タヲヤメノ
女乃
　
袖ソデフキカヘス
吹反
　
明アスカカゼ
日香風
　
京ミヤコヲトホミ
都乎遠見
　
無イタヅラニフク
用尓布久
うねめのそでふきかへすあすかかぜみやこをとほみいたづらにふく
（万葉集・巻一・五一・志貴皇子）
【参考】①ねぬ夜のみ重なる雲の古郷に涙とぶらへ秋のかりがね
（拾遺愚草員外・三三一）
②君が代はたのめ日よしの山風 雲吹きはらふ行末の空
（拾玉集・詠三十首和歌・寄神祇祝・四六五三）
③たをやめの袖か紅葉かあすか風いたづらにふく霧の遠かた
（老若五十首歌合・秋・二七五・藤原定家）
④あすか川とほき梅がえ匂ふ夜はいたづらにやは春風のふく
（拾遺愚草・春・二一三七）
⑤せく袖はから紅の時雨にて身のふりはつる秋ぞか しき
（拾遺愚草・雑・二七〇七）
【語釈】︹左︺
〇長月のかさなる雲の
　﹁九月が重なる（閏九月） ﹂と﹁重なる雲﹂
を掛ける。 ﹁重なる﹂の語を掛詞のように用いるのは、建久七年（一一九六）に定家が詠んだ①のように、同時代から流行していた表現。諸本の校異に﹁長月や﹂があるが、掛詞としては﹁や﹂で句切れするよりも﹁の﹂と続くほうが自然であり、底本に従う。〇雲の通ひ路
　
本歌Ａ遍照歌の影響の下、宮中に人が行き交うことを言う。順
徳天皇の御代と内裏歌壇の始まりに、宮中が賑う様子を詠む。〇行
く末遠き秋風ぞ吹く
　
秋風が雲間遠く吹いていく様子に、栄華が行
末永 続いていく意を重ね、順徳天皇の御代への祝意を詠んだ。風が行 遠 吹 歌は同時代から見られ、②は吹く風と御代の行く末を寿いだ、同趣向のものとして早い歌。
︹右︺
〇あすか川いまはふるさと吹く風の
　﹁ふるさと﹂と﹁ （身が）
ふ（古・旧）る﹂を掛ける。 ﹁あすか﹂ ﹁風﹂を共に詠む歌は、新古今時代頃から現れた表現。本歌に掲げたＢ歌は、飛鳥浄御原宮から藤原宮へ遷都した後、賑わいを失った明日香にむなしく吹く風を詠んだもの。後鳥羽院から順徳天皇へと 壇が変わり、初学の人らも参加するなど新たな風が吹く中で、遷都後の荒廃した飛鳥の都と自 重ねて、 びたものとす 。〇身はいたづらに秋ぞ悲き
　﹁秋﹂と﹁飽き﹂を掛ける。古都の秋の悲しさと身が古りゆ
悲しみを重ねて詠む。定家は本歌合の約五年前 承元二年（一二〇八）の⑤歌でも、身が老いて飽きられる悲しみと秋 重ねて る。
︹判詞︺
〇 「かさなる雲」に…そへたる
　﹁閏九月﹂と﹁重なる雲﹂の
掛詞を指摘。〇心たくみに、詞いひしりて
　
歌の心、詞を賛美。 ﹁い
ひしる﹂は主に﹁心﹂ ﹁詞﹂ ﹁姿﹂などに対して用いられ、 ﹁内容を的確に表すための言葉づかい 心得 いる﹂の意。〇い づらに…悲しめるより
　
定家自身の右歌について、 ﹁ふるさと﹂と身が﹁古
る﹂の掛詞を指摘し、述懐を詠んだことをあえて示し い 。 ﹃拾遺愚草﹄ 詞書に自ら﹁于時従三位侍従﹂ 記すように、二年前建暦元年に、熱望した蔵人頭になれず、不遇を嘆いていた。蔵人頭
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任官の願いは﹃明月記﹄にしばしば見え、二年前には﹁只一日遂本望、仮夕郎名、翌日可去其職﹂ （建暦元年九月六日条）と、夕郎（蔵人頭）を熱望する旨を、姉健御前を通して兼子に泣訴した。しかし結局かつて務めた侍従に再任となり、同時に従三位 叙され ものの、 ﹁已失生涯本望﹂と嘆く（建暦元年九月七日条） 。この時から二年が経過したが、定家は従三位侍従のままであり、不遇感にさいなまれていた。定家 参議に昇進 の 本歌合の翌年二月のことである。
【補説】
　
定家は多くの﹃万葉集﹄歌を本歌取りしているが、Ｂ歌を本歌と
して詠んだものが最も多 （今井明﹁藤原定家・万葉集関係歌一覧﹂﹃文藝と思想﹄一九九九年二月） 。当該歌や、参考歌③④を含めて、六首がある。 ﹃万葉集﹄の本歌取りは二十歳の﹁初学百首﹂に既に見られる 、Ｂの本歌取りは﹃老若五十首﹄で﹁老﹂方となった四〇歳が最初である。官位への嘆き ﹃明月記﹄に多く見られる頃でもある。停滞す 官位、老いてゆく我 身への意識が、Ｂ 歌の喪失感とどこかで響き合うのかもしれない。　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
（河辺優希）
十五番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
従三位
そよやいかにいく代になりぬ神風や伊勢の浜荻とはばこたへよ（二九）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
経通朝臣
いく千代とおもひもわかぬ秋風におのれぞなのる住吉の松（三〇）
﹁伊勢の浜荻﹂の﹁いく代﹂ 、 ﹁住吉の松﹂の﹁いく千代﹂ 、左とひ、右なのる、いくばくの劣り勝り、見え侍らぬにや。
【底本】
十五番
左
持
　　　　　　
従三位
そよやいかにいくよになりぬかみ風やいせのはま荻とはゝこたへよ
右
　　　　　　　
経通朝臣
いくちよとおもひもわ ぬあきかせにをのれそなのるすみ しのまつ
伊勢の浜荻のいくよ住吉の松のいく千代左とひ右なのるいくはく をとりまさりみえ侍らぬにや
【校異】︹判詞︺浜荻の―はまおき（彰
1・彰
2・内）
　
松の―松（彰
2）　
左
とひ―左は問（彰
1・彰
2・内） ・たとひ（河） ・左とはゝ（貞・群）
　
右なのる 右 なのる（彰
1・彰
2・内）
　
みえ侍らぬにや―侍ぬ
るや（彰
1・内） ・侍りぬるや（彰
2） ・みえ侍らぬや（貞）
一九
????????????????????? ????
【他出】
　
ナシ
【通釈】
十五番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
従三位（家衡）
そうだ、どうなのだろう、 （当代は）いくつめの御代になったのか。神風の吹く伊勢の浜荻よ、尋ねたら答えてお れ。
右
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
経通朝臣
幾千の御代とはっきり分かりもしない秋風に、自分から名乗りをあげる住吉の松。
（左歌の） ﹁伊勢の浜荻のいく代﹂ 、 （右歌の） ﹁住吉の松のいく千代﹂ 、左は尋ね、右は名乗る、どれほどの優劣も、見えないでしょう。
【歌題】寄風雑（十三番参照）【作者】三番作者参照。【本歌】Ａ住吉の岸の姫松人ならばいく世かへしととはましものを
（古今集・雑上・九〇六・読人知らず）
【参考】❶
ありそ海にゆく年波をかさねきていく世になりぬ生の浦梨
（建保名所百首・雑・生浦
伊勢国
・一一〇八・藤原家衡）
②跡たれていく代になりぬ神風や五十鈴の河の清き流れに
（千五百番歌合・雑一・二七二一・藤原有家）
③君をいのる時しもあれや神風の身にしみわたる伊勢の浜荻
（秋篠月清集・十題百首・神祇・二八一）
④住の江の松 秋風ふくからに声うちそふる沖つ白波
（古今集・賀・三六〇・素性法師）
❺
住の江の月に神代のこととへば松の梢に秋風ぞふく
（千五百番歌合・雑一・二七八一・藤原家隆）
❻
おしなべて梢ふきしく山風に独りしなのる松の音かな
（老若五十首歌合・雑・四二九・寂蓮）
【語釈】︹左︺
〇そよやいかに
　
葉が風に鳴る擬音語﹁そよ﹂に﹁其よ﹂を掛
ける。 ﹃久安百首﹄の﹁荻の葉の
　
そよやいかにと
　
とふ人も
　
な
き故郷に﹂ （短歌・一二九九・待賢門院安芸）などの先行例がある。〇いく代になりぬ
　﹁ぬ﹂は完了。天皇の代数が分からないほどだ
と詠み、皇統の悠久を祝う。①は本歌合から二年後の建保三年（一二一五）に同じ作者が詠んだ類想歌。②は当該歌と同じ 伊勢を詠んだ先行歌。
〇神風や伊勢の浜荻
　﹁神風﹂により﹁風﹂の題意を
満たす。 ︻補説︼参照。 ﹁伊勢の浜荻﹂は古く 恋歌や羈旅歌 詠まれたが、新古今時代から③のよう 神祇歌にも詠まれた。〇とはばこたへよ
　
伊勢の浜荻に天皇の代数を答えてほしいの意。 ﹁伊勢﹂
から伊勢神宮 想起されるため、こ む。
︹右︺
〇いく千代とおもひもわかぬ
　﹁いく千代﹂は順徳天皇の御代
の長さ。それが分からないほどだと詠んで治世を祝 。
〇秋風に
　
二〇
????????????????????? ????
④や⑤などの先行歌の影響もあろうが、 ﹁秋﹂は本歌合の当季でもある。〇おのれぞなのる
　
松が自ら名乗りをあげるの意。普通は時
鳥などに使うが、⑥ ような先行例 る。〇住吉の松
　
住吉は摂
津国の歌枕。住吉大社の神は歌神として著名。 ﹁住吉の松 を祝言に寄せる場合、Ａに基づいて⑤のように、尋ねたいと詠むのが主流。ここでは尋ねる前 松の方から語り出すと詠んで、祝意を強調する。
︹判詞︺
〇 「伊勢の浜荻」の…「いく千代」
　
左右とも歌枕（伊勢・住
吉） 、その景物（浜荻・松） 治世へ 祝意を詠み、同内容だという指摘。〇左とひ、右なのる
　
左右に﹁問ふ﹂と﹁名のる﹂の相違は
あるが、という意。〇いくばく…侍らぬにや
　
趣向・表現ともに類
似しているため、どちらが劣る、あるいは勝 ことはないとする。
【補説】
﹃俊頼髄脳﹄は次のように、 ﹁神風﹂を風と見なさない。
神風伊勢とは、吹く風にはあらず。 ﹃万葉集﹄に﹁神風﹂と書きたれば、文字にはかられて、吹く風に詠める人あまた聞こゆ。もろもろのひが事にや。神の御恵みといへる事なり。
この説は﹃綺語抄﹄ 、 ﹃奥義抄﹄ 、 ﹃和歌色葉﹄など 継承されるが、顕昭は﹃袖中抄﹄ （巻十二・神風）において、これを疑問視す 。
試みにこれを思ふに、神の御恵みは広く限りなし。大空を吹く風のあまねくして、きはまりなきがごとし。帝徳の限りなきも風にたとへて風化といへり。これも同事なり。
神の恵みを﹁風﹂に喩えたにすぎないという主張である。実際、 ﹃後鳥羽院御集﹄における建仁元年（一二〇一）三月﹁内宮御百首﹂の﹁神祇﹂題三首は風と捉えていよう。
神風や空なる雲をはらふらむ一夜も月の曇る間ぞなき（二七八）秋の空のどけき波に月さえて神風さむし伊勢の浜荻（二七九）御裳濯や頼みをかく 神風の心にふかぬ時の間ぞなき（二八〇）
ほかに﹁神風﹂が﹁身にしみわたる﹂と詠む③も同様であろう。　
このように新古今時代に﹁神風﹂の認識が変化したため、家衡は
﹁神風﹂で﹁風﹂の題意を表し、定家も難としなかったと見られる。
（田口暢之）
十六番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
家隆朝臣
我がよはひ君の八千代に吹く風の契り数へよ和歌の浦波（三一）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
俊成卿女
ながき夜の夢をもさませ露ふかきささのいほ の下葉ふく風（三二）
この両首、またよろしき持に侍るべし。
【底本】
十六番
左
持
　　　　　
家隆朝臣
わかよはひきみのやちよにふく風の
二一
????????????????????? ????
ちきりかそへよわかのうらなみ
右
　　　　　　
俊成卿女
なかき夜のゆめをもさませ露ふかきさゝのいほり したはふくか
この両首又よろしき持に侍へし
【校異】︹左︺君の―君か（河）
　
やちよに―やちよ
にを
（河）
　
うらなみ―うら
かせ（彰
2）
︹右︺したはふくかせ―したは
脱字
なかせ（河）
【他出】︹左︺
　
同内裏歌合に、寄風雑
我がよはひ君が八千代を吹く風の契り数へん和歌の浦波
（玉吟集・二六六八）
︹右︺
　
ナシ
【通釈】
十六番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
家隆朝臣
（老いた）私の齢は、我が君の末長い御代に吹く風が（悠久を）約束し（私もその中にいるが） 、その年を数えてほしい、この和歌の浦に寄せる 限りない数の）波で。
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
俊成卿女
長い夜に眠る（私の）夢をも覚ましておくれ。露に濡れた篠の庵の下
葉にさやさやと吹く風よ。 （この無明長夜の現世に在る私に、真如の目覚めを与えておくれ。私のわび住まいに吹き寄せる風よ。 ）
この両首もまた悪くはない持でしょう。
【歌題】寄風雑（十三番参照）【作者】四番作者参照。【参考】❶
我がよはひ君が八千代にとりそへてとどめおきてば思ひいでにせよ
（古今集・賀・三四六・読人知らず）
②群れゐつつ和歌の浦わになく鶴の声 も君が千代ぞきこゆる
（千五百番歌合・祝・二二〇七・俊成卿女）
③結びける夢ともしらぬながきよを今日ききとくやさむるなるらん
（隆信集・未得真覚恒処夢中・九四六）
④もろともに影をならぶる人もあれや月のもり るささのいほりに
（山家集・秋・三六九）
⑤浅茅原やや風なびく夕されば下葉に結ぶ秋 白露
（建仁三年六月影供歌合・草野秋近・二・俊成卿女）
【語釈】︹左︺
〇我がよはひ
　
家隆自身の年を指す。家隆は五六歳。自らの年
齢をもって主君の御代の悠久を祈念する歌は①があり、これをふまえる。普通は自身の齢は有限であるが、ここで 君の御代と同じように、悠久の時に包含されることを言う。順徳天皇の宮廷和歌に連なる自身を初句で描出する。〇君の八千代に吹く風の契り数へよ和
二二
????????????????????? ????
歌の浦波
　﹁和歌の浦波﹂は歌壇。末永く続く順徳天皇の御代を詠
むと同時に、これから隆盛していく内裏歌壇を寿いだ表現。 ﹃千五百番歌合﹄でも 高揚しつつある後鳥羽院歌壇を言祝ぐ②のような歌が詠まれた。なお﹃玉吟集﹄では﹁かぞへん﹂になって るが、内裏 合諸本間には異同がないため、校訂せず底本に従う。
︹右︺
〇ながき夜の夢をもさませ
　﹁ながき夜の夢﹂が現世を、 ﹁夢を
も覚ませ﹂が悟りを得ることを示す。 ﹃往生要集﹄にも記される﹁未得真覚、常処夢中。故仏説為、生死長夜﹂ （ ﹃唯識論 ）という文言に拠った表現。同じ文言を題として藤原隆信歌③などが詠まれた。〇ささのいほり
　
わび住まいを示す表現。 ﹁ささ﹂が﹁さやさや﹂
という風の音を響かせる。西行歌④などがある。本歌合の建暦三年（建保元年）春に俊成卿女は出家を遂げており、わび住ま で目を覚ました詠歌主体は俊成卿女自身を投影するか。俊成卿女は四番右歌でも自身の出家を暗示し 歌を詠んだ。〇下葉ふく風
　﹁下葉﹂
は幹や枝の下にある葉。 ﹁下葉﹂を詠む場合、色づいたさまを詠む例が多いが、俊成卿女は下葉にたま 露が風に散らされ 情景描いた。⑤は俊成卿女 先行詠で、恋の情趣を漂わせる。
︹判詞︺
〇この両首、またよろしき持に侍るべし
　
安井重雄は﹁歌合
における﹁よき持﹂について﹂ （ ﹃藤原俊成
 判詞と歌語の研究﹄笠
間書院、二〇〇六年）において、判詞の﹁よき持﹂に着目し 特俊成においては﹁左右に相似た表現 歌が並び、並んだことにより番としてのよさが顕れて ること よって﹁よき持﹂と評されてい
る﹂と述べている。ここの﹁よろしき持﹂も、左右の対照性に主眼が置かれた判であろう 俊成卿女は四番右歌で﹁月﹂を詠み、真如の光と順徳天皇の威光を重ねたが、この右歌の﹁風﹂は、真如の目覚めをもたらす風 順徳天皇の威風を重ねたとみられる。定家はそれが左歌 祝意と対照され、 ﹁よろしき持﹂であると述べたものか。
 
（米田有里）
十七番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 範宗朝臣
しるべせよわが言の葉にふく風もきこゆばかりに住吉の松（三三）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
為家
山おろしによその木の葉は散りはてて松にはたえぬ夕時雨かな（三四）
この番もなほ、いくばくの勝負みえ侍らず。右歌、ただ﹁山風﹂とて侍りなん。
【底本】
十七番
左
持
　　　　　
範宗朝臣
しるへせよわかことの葉にふくかせもきこゆはかりにすみよし まつ
右
　　　　　　
為家
山おろしによその木のははちりはてゝ
二三
????????????????????? ????
まつにはたえぬゆふしくれかな
此番も猶いくはくの勝負みえ侍らす右哥たゝ山かせとて侍なん
【校異】︹左︺わかことの葉に―我ことのはゝ（彰
1・彰
2・内）
　
すみよしの
まつ―住よしの濱（河）
︹右︺山おろしに―山下風に（彰
1・内・貞）
　
まつにはたえぬ―松に
いたらぬ（彰
1・彰
2・内）
︹判詞︺此番も猶―此番猶（彰
1・彰
2・内）
　
山かせとて―やまかせ
と（彰
2）　
侍なん―侍らん（彰
1・内・河） ・侍らん歟（彰
2）
【他出】︹左︺寄風雑
しるべせよわが言の葉にふく風もきこゆばかりに住吉の松
（範宗集・雑・六五〇）
︹右︺ナシ【通釈】
十七番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　
範宗朝臣
道しるべをしてほしい、私の言の葉（和歌）に吹く風も、 （私の和歌が、君に）知られるほどに。住吉の松よ。
右
　　　　　　　　　　　　　　　　
為家
山おろしによって、他の木の葉は散り果てて、松には絶えず（染めか
ねた）夕時雨が降っている。
この番もやはりそれほどの勝ち負けは見えません。右歌は、ただ﹁山風﹂とあるべきところでしょう。
【歌題】寄風雑（十三番参照）【作者】五番作者参照。【参考】①秋はまたしかの音さそふしるべせよ小萩が原をわたる夕風
（正治第二度百首・秋・草花・二九・後鳥羽院）
②人なみにわが言の葉をちらすかな五十鈴川原の秋の夕ぐれ
（拾玉集・雑・五九九）
③住吉の神やまことに言の葉を君につたへし松風の声
（秋篠月清集・雑・一五五五）
④住吉の神も哀といへの風なほもふきこせ和歌の浦波
（源家長日記・三一・後鳥羽院）
⑤けふこそは秋ははつせ 山おろし すずしくひびく鐘 音かな
（拾遺愚草・九三六）
⑥ちりかかるよその木の葉をさきだてて嵐ぞ松の色をそめける
（正治第二度百首・秋・八三八・宮内卿）
⑦あはれにもたえずおとする時雨かなとふべき もとはぬすみかに
（後拾遺集・冬・三八〇・藤原兼房）
⑧浅茅生や袖にくちにし秋の霜わ れぬ夢をふく嵐かな
（新古今集・雑上・一五六四・源通光）
二四
????????????????????? ????
【語釈】︹左︺
〇しるべせよ
　
秋の風にしるべせよと呼びかける例は、①の後
鳥羽院詠が初である。なお、風にしるべせよという詠み方を範宗はこのほかにも建保期に三度詠んでいる。
〇わが言の葉
　﹃後撰集﹄
以来見られるが、恋歌 男性側が用いる表現であった。当該歌のように神祇に対して自らのことばを指すため 初めて用いたのは、②の建久期の慈円である。〇き ゆ かりに住吉の松
　
平安後期以
降、歌神として崇拝さ た住吉の神は松風、波の音などの景物の聴覚的表現によって表象される。和歌 住吉の歌神が宿 松風を通して上聞に達するとい 詠み方 は、③の良経の歌がある。また、 ﹁我が言の葉にふく風も﹂に注目するなら ④ ように 道家 確立してゆく空気のなかで 道家歌人では いが、数寄に打ち込む自らの和歌をも、という意味があるか。
︹右︺
〇山おろし
　
山から吹きおろす強い風で、風が達するまでの距
離感をも内包する。⑤は著名な俊頼 ﹁うかりけ ⋮﹂の影響下定家が﹃正治初度百首﹄の秋二十首の初めに置く歌 、この秋二十首は﹁明日よりは秋もあらし 音羽山﹂ 閉じられる。定家 意識として 、冬も間近の閏九月に﹁山おろし はそぐわないと考えたか。
〇よその木の葉
　
よそは﹁他所﹂ ﹁外﹂とも書き、距離感や無
関係をも表す。現実から遊離した美的空間や恋 情趣を詠む新古今時代には、定家をはじめとして好んで用い れた。⑥の宮内卿の歌は、嵐に遇う常緑の松が、他の木々の落葉のなかで屹立して緑 鮮
やかにしてゆく様を詠む。〇松にはたえぬ
　﹁たえぬ﹂は﹁耐へぬ﹂
ではなく﹁絶えぬ﹂ 。 ﹁たえずおとする﹂ （音する・訪づる）を含意するが、当該歌は意図してか、未熟のゆえか、 ﹁おと ﹂を詠まない。時雨が山居 降る寂寥としたさまは、⑦のように詠まれる。
︹判詞︺
〇右歌、ただ「山風」とて侍りなん
　﹁寄風雑﹂という題なら、
﹁山おろし﹂ではなく、ただ﹁山風﹂と詠むべきという指摘。 ﹁寄風﹂詠は﹃六百番歌合﹄以来﹁寄風恋﹂題が新古今時代を通して見られ、恋の情趣を含ませるため﹁秋風﹂ 秋の風 ﹁松風﹂と専ら詠まれており、 ﹁風﹂は回さず、そのまま詠む。一方、 ﹃新古今集﹄には﹁寄風懐旧﹂に を詠ま ⑧ほか一首が入集する。なお十三番【歌題】参照。
【補説】
　﹃拾遺愚草﹄で定家は﹁山おろし﹂よりも﹁山風﹂を詠む方が圧倒的に多い。右歌は﹁山風﹂とすべきというが、定家 持に留め 。為家の歌の、時雨と松 の混同という聴覚的幻視は定家の好尚になうもので、例えば﹃千五百番歌合﹄冬一・一七三六の具親歌﹁今はまたちらでもまがふ かな一人ふ ゆく庭の松風﹂を﹁心をかしく﹂と評する。　また、 ﹁松﹂と﹁夕時雨﹂が同時に詠まれたのは、当該歌合の前
月の﹃歌合
 建暦三年九月十三夜
﹄の﹁暮山松﹂詠が最初である。
秋の色は外山の松の夕時雨つれなき名のみ猶やふりなん
（二一・順徳天皇）
二五
????????????????????? ???? 高砂の尾上の松の夕時雨かくてふり行く身をやつくさん
（二六・藤原家隆）
右歌は、初学期の為家が、直近の歌合歌から学んだ和歌表現を試みたものとみられる。 
（幾浦裕之）
十八番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　
行能
風たたぬ御代のしるべはしら波のいはうつ声もなぎさなりけり（三五）
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　
  光家
行末もたのみぞわたるあまつ風のどけき御代の雲のかけはし（三六）
両首の﹁御代﹂ ﹁風﹂しづかなる心、またおなじさまに見え侍るめれば、しひてわきまへ申 がたくや侍らん。
【底本】
十八番
左
持
　　　　　　
 行能
かせたゝぬみよのしるへはしら波のいはうつ聲もなきさなりけり
右
　　　　　　　
光家
行末もたのみそわ るあまつかせのとけき御代 雲のかけはし
両首の御代風しつかなる心又おなしさまに見え侍めれはしゐてわきまへ申かたくや侍らん
【校異】︹左︺なきさなりけり―なきまさりけり（彰
1・彰
2・内）
︹判詞︺御代風―御代の（彰
1・彰
2・内）
　
心又―心まて（彰
1・彰
2・内）
　
見え侍めれは―見え侍れは（河） ・みえ侍るなれは（彰
2）
【他出】
　
ナシ
【通釈】
十八番
左
持
　　　　　　　　　　　　　　　　　
 行能
風も立たないこの御代（の静かさ）は、そのしるべとなるものも知らない（ほど類ないものである） 。白波が岩うつ声も渚にないほどなのだ。
右
　　　　　　　　　　　　　　 　　　
光家
行末もずっと頼みつづけて渡ろう、天つ風ものどかに吹いて（途切れない） 、この御代の雲のかけはしを。
両首とも﹁御代﹂ ﹁風﹂を（詠み、それが）静かであるとの心が、また同じさまに見えますので、強いて（良し悪しの）判断を申し難いことでしょう。
【歌題】寄風雑（十三番参照）
二六
????????????????????? ????
【作者】六番作者参照。【参考】①風ふかぬ君が御代とはしりながら心となびく青柳が花
（千五百番歌合・春二・二六九・顕昭）
②影なびくみかさの山にゐる雲ののどけくもあるか風たたぬ代は
（夫木和歌抄・雑十七・一六五一一・藤原有家）
③白波のあと き方に行く舟も風ぞたより しるべなりける
（古今集・恋一・四七二・藤原勝臣）
④神山のふもとをとむるみたらしの岩うつ波や万代 かず
（堀河百首・雑・祝詞・一五八七・大江匡房）
⑤君をのみ頼むたびなる心には行末とほくおもほゆるかな
（後拾遺集・別・四七一・藤原倫寧）
【語釈】︹左︺
〇風たたぬ
　
治世の安泰を風によって表象することは﹁五風十
雨﹂ （ ﹃論衡﹄是応篇）などにも見られるが、それは穏やかに風が吹くことで、全くの無風では御代を言祝ぐのに適さないとみられる。適切な詠み方は﹁風ものどかに﹂であろう。そのため、 ﹁風たたぬ﹂ ﹁風ふかぬ﹂は用例が少なく、①の顕昭歌も﹁左、ふく風枝をならさずとこそいひなら して侍れ、すべて風ふかず侍らん事もいかが﹂と俊成に指摘されている。当該歌に影響されたのか、有家が②の歌 詠む。
〇しるべはしら波
　
③を念頭におくと見られる
が、当該歌はしるべとなるはずの風の存在を否定している。〇いは
うつ声
　
数限りない岩うつ波に御代の長久を詠む④の匡房の歌があ
るが、当該歌は﹁なぎさなり﹂に﹁なき﹂をかけているので、波も無い意となり、無風無音を詠む当該歌は焦点を結びかねている。
︹右︺
〇行末もたのみぞわたる
　
将来の不安から庇護者への期待が詠
まれる。下向にあたって娘の夫兼家に贈った⑤の歌がある。当該歌は建暦元年（一二一一） 、左大臣藤原良輔の推挙で内昇殿が実現した光家が、順徳天皇の治世の長久を言祝 つつ、良輔を頼む思いをも詠みふくめたものであろう。〇あまつ風のどけき
　﹁あまつ風﹂
は上空を吹く風で、五節 舞姫と もに詠 れることが多い。〇雲のかけはし
　
たなびく雲を階に見立てたもの。風がのどかでとぎれ
ないため、わたることが きると詠む。宮中を雲の上ということから、殿舎 階段をも意味する。 ︻補説︼参照。
︹判詞︺
〇しひてわきまへ申しがたくや侍らん
　
強いて判断し難い、
と勝負を決めるのを回避する表現で、持とす 定家は﹁わきまへ申しがたく﹂を﹃千五百番歌合﹄など も用い 同一七六三番判詞では相手の歌の難 指摘しつつ言う。語釈 触れたように行能歌には難があるが、祝賀の歌である 勝負 避けたか。
【補説】
　﹁雲のかけはし﹂は院政期以降、蔵人の叙爵、還昇、官位の停滞などによる昇殿への渇望をめぐって詠まれてきた。
蔵人にてかうぶり給ひけるによめる
　　　
源経任
かぎりあれば天の羽衣ぬぎかへておりぞわづらふ雲のかけはし
二七
????????????????????? ????
（後拾遺集・雑三・九七八）
殿上おりたりけるころ、人の殿上しけるを見てよめる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
源行宗朝臣
うらやまし雲のかけ橋たちかへりふたたびのぼる道を知らばや
（金葉集二度本・雑上・五七〇）
ほかに﹃頼政集﹄ ﹃隆信集﹄や﹃歌仙落書﹄などにも見える。院政期に多いのは、殿上人の増加と家格の形成、また武士にも院昇殿が許される例があったこと、院昇殿と内昇殿 差別化などにより、歌人達の昇殿への関心が、和歌に表象されたためであろう。 
（幾浦裕之）
付記
本注釈の校正・確認に、米田有里（早稲田大学大学院博士後期課
程） 、幾浦裕之（国文学研究資料館機関研究員） 、田口暢之（鶴見大学専任講師）の三氏が尽力したことを記して深謝する。
